
水谷篤司《Drawing 1.2021》2021 年

水谷 篤司
羽島市生。アーティスト。台湾を拠点に「風景」を主題とし
た彫刻作品を制作。個展やグループ展などで発表のほか、
日本と台湾との芸術を通じた交流の場にも携わる。

企 画 展

主催 羽島市

TAKU NISHIMURA《NEW OPEN》2023-24 年 (参考写真)

ATSUSHI MIZUTANI

TAKU  N I SH IMURA
TAKU NISHIMURA/西村  卓
羽島市生。彫刻家・ワークショップクリエイター。神奈川
県を拠点に彫刻を主とした作品を発表のほか、アートプロ
ジェクトの企画や参加など活動の幅を広げている。

C o n n e c t i n g
with Imagined
S c e n e r y

1.18(土)

3.9(日)

―羽島で出会う現代アート
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〒501-6241　岐阜県羽島市竹鼻町2765番地
TEL (058)393-0951  FAX (058)393-0952
https://www.city.hashima.lg.jp/1098.html

開 館 時 間 9:00～17:00(入館は16:30まで)
会期中休館日 1/20(月)、1/27(月)、2/3(月)、2/10(月)
 2/12(水)、2/17(月)、2/25(火)、3/3(月)
入　館　料 一般300円(250円) 中学生以下無料※( )は10名以上の団体料金　

※羽島市歴史民俗資料館・映画資料館、竹鼻まつり山車会館との
　3館共通券〈一般500円〉あり
※身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳を
　携行している方は半額(付添1名を含む)     

―Contemporary  Art
 E n c o u n t e r e d
 in Hashima City, Gifu

 

HAU60693
テキスト ボックス
回覧




公共交通機関のご利用
名鉄竹鼻線 羽島市役所前駅から徒歩約6分
Ⓟ駐車場のご利用
当館には専用駐車場はございません。お車でお越しの方は、羽島市歴史民俗資料館
・映画資料館(TEL(058)391-2234)または羽島市役所等の駐車場をご利用ください。

交通案内

出品作家二人の対談形式による解説とあわせ、企画展をお楽しみいただきます。
講師：水谷篤司氏(本展出品作家)・TAKU NISHIMURA氏(本展出品作家)
対象・定員：小学生以上・10名
日時：1/18(土)  13:30～14:30

様々な形に切り出された材料を紙やすりで磨き上げ、
自分だけの「ミニ可動産」を制作します。
講師：TAKU NISHIMURA氏(本展出品作家)
対象・定員：小学生以上・各回8名
日時：2/2(日) 午前の部(10:00～11:30)
 午後の部(14:00～15:30)
材料費：500円

■次回展覧会予告

制作例

羽島市生。彫刻家。
羽島市内に多数の野外彫刻を制作。
現在、不二竹鼻町屋ギャラリー館長。

関連イベント【特別出品】今井田 一已

企
画
展

来館者が木片を貼り合わせていき、水谷篤司氏が削りをかけることで、
一つの作品が完成します。（会期中参加可能・予約不要)

今井田一已《飛翔》1985 年 東海道新幹線岐阜羽島駅南口

❷制作ワークショップ 「ジブンだけの可動産をつくろう」

来館者参加型作品「積み重なる風景」

※会場はいずれも不二竹鼻町屋ギャラリーです
※①②の参加には事前予約が必要です(先着順)
※参加には当日有効の入館券が必要です(中学生以下は無料)
※申込み・問合せ先:不二竹鼻町屋ギャラリー(TEL(058)393-0951)

〒501-6241　岐阜県羽島市竹鼻町2765番地
TEL (058)393-0951  FAX (058)393-0952
https://www.city.hashima.lg.jp/1098.html

❶開催記念　アーティスト・トーク

所蔵品展
 「海を渡った作家たち」(仮題)
 2025/4/19(土)～6/1(日)(予定)

―羽島で出会う
　　　 現代アート
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ぐるっと羽島

TAKU NISHIMURA　《可動産》　2020-24年
水谷篤司　《幻影風景》　2024年

水谷篤司　《静物から生まれる風景1》　2024年TAKU NISHIMURA　《Re:民藝》　2023年

　本展では、故郷の羽島市において培われた感性
を深化させ、幅広い活躍をみせる二人の作家、アー
ティスト・水谷篤司氏と彫刻家・TAKU NISHIMURA氏
を中心に紹介します。羽島市内で二人の作品が一
堂に展示される、初めての機会です。
　奥行きのある町屋造り風の当館の構造を活か
し、手前から奥に向かって連なるように、作家ごと
の展示空間がつながりを保ちつつ構成されます。
作家が生み出すイメージや表現を空間全体として
お楽しみいただく「インスタレーション」を展開さ
せることで、個々の作品に注目するにとどまらず、
展示室や中庭から成る館内全面を展示空間として
体感いただきます。
　作家自身の内なる風景を表現した作品や空間
が、見る者の内なる風景へと繋がり、それぞれの原
風景とも呼ぶべき記憶や想いが呼応する場の創出
となれば幸いです。




